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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂部と該樹脂部の端面から突出した端子部とを含むプラグが係合するコネクタと、
　前記コネクタが実装された回路基板と、
　前記回路基板が固定された第１壁と、該第１壁とは反対側に位置した第２壁と、前記第
１壁と前記第２壁とに亘る第３壁とを有し、前記プラグの前記樹脂部及び前記端子部が共
に挿入される凹部が前記第３壁に設けられた筐体と、
　を有し、
　前記凹部は、前記第３壁よりも前記筐体の内側に位置して前記プラグの挿入方向で前記
樹脂部の前記端面に面するとともに前記端子部が挿入される開口部が設けられた端壁と、
該端壁の端部と前記第３壁との間で前記プラグの挿入方向に延びて前記プラグの挿入方向
とは交差した方向から前記樹脂部に面する内周壁とを有し、前記端壁及び前記内周壁は、
前記第１壁と一体に設けられた電子機器。
【請求項２】
　請求項１の記載において、
　前記内周壁は、前記端子部が前記開口部に向かい合うように前記樹脂部を案内する電子
機器。
【請求項３】
　請求項１または請求項２の記載において、
　前記樹脂部は、表示部を有し、
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　前記内周壁は、前記樹脂部が前記凹部に差し込まれた状態で、前記表示部が前記筐体の
外部に露出する切欠き部が設けられた電子機器。
【請求項４】
　請求項１または請求項３の記載において、
　前記筐体に収容された表示装置をさらに備え、
　前記第２壁は、前記表示装置の表示画面が露出する開口部が設けられ、
　前記切欠き部は、前記内周壁のなかで前記第２壁とは反対側に位置した領域に設けられ
た電子機器。
【請求項５】
　請求項１または請求項４の記載において、
　前記第１壁の端部は、前記筐体の厚さが薄くなる方向に曲がる曲面部と、該曲面部から
前記筐体の外側に盛り上がった部分とを有し、
　前記凹部は、前記盛り上がった部分に繋がる前記第３壁の領域に設けられた電子機器。
【請求項６】
　請求項１または請求項５の記載において、
　前記内周壁は、前記筐体の厚さ方向に延びた壁部を含み、
　前記凹部近傍には、前記筐体の厚さ方向に押される操作部が設けられた電子機器。
【請求項７】
　請求項１または請求項６の記載において、
　前記回路基板は、前記筐体に固定された第１固定部と第２固定部とを有し、
　前記第１固定部と前記凹部との間に前記コネクタが位置し、
　前記第２固定部は、前記プラグの挿入方向とは交差した方向で前記コネクタに並んだ電
子機器。
【請求項８】
　樹脂部と該樹脂部の端面から突出した端子部とを含むプラグが係合するコネクタと、
　前記プラグが挿入される凹部が設けられ、前記コネクタが収容された筐体と、
　を有し、
　前記凹部は、前記筐体の表面よりも前記筐体の内側に位置して前記プラグの挿入方向で
前記樹脂部の前記端面に面するとともに前記端子部が挿入される開口部が設けられた端壁
と、該端壁の端部から延びて前記プラグの挿入方向とは交差した方向から前記樹脂部に面
する内周壁とを有した電子機器。
【請求項９】
　請求項８の記載において、
　前記内周壁は、前記プラグの挿入方向に沿って延びた電子機器。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９の記載において、
　前記内周壁は、前記端子部が前記開口部に向かい合うように前記樹脂部を案内する電子
機器。
【請求項１１】
　請求項８または請求項１０の記載において、
　前記樹脂部は、表示部を有し、
　前記内周壁は、前記樹脂部が前記凹部に差し込まれた状態で、前記表示部が前記筐体の
外部に露出する切欠き部が設けられた電子機器。
【請求項１２】
　請求項１１の記載において、
　前記筐体に収容された表示装置をさらに備え、
　前記筐体は、第１壁と、該第１壁とは反対側に位置して前記表示装置の表示画面が露出
する開口部が設けられた第２壁とを有し、
　前記切欠き部は、前記内周壁のなかで前記第２壁とは反対側に位置した領域に設けられ
た電子機器。
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【請求項１３】
　請求項１２の記載において、
　前記筐体は、前記第１壁と前記第２壁とに亘る第３壁を有し、
　前記第１壁の端部は、前記筐体の厚さが薄くなる方向に曲がる曲面部と、該曲面部から
前記筐体の外側に盛り上がった部分とを有し、
　前記凹部は、前記盛り上がった部分に繋がる前記第３壁の領域に設けられた電子機器。
【請求項１４】
　請求項８または請求項１３の記載において、
　前記内周壁は、前記筐体の厚さ方向に延びた壁部を含み、
　前記凹部近傍には、前記筐体の厚さ方向に押される操作部が設けられた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、テレビジョン受像機を含む電子機器、及び車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コネクタを備えた電子機器が提供されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－３４５４６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　外部部材が挿抜されるコネクタは、負荷が掛かりやすく、不具合が生じやすい。
【０００５】
　本発明の目的は、コネクタ周りの不具合の抑制を図ることができる電子機器を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一つの実施形態によれば、電子機器は、樹脂部と該樹脂部の端面から突出した端子部と
を含むプラグが係合するコネクタと、前記プラグが挿入される凹部が設けられ、前記コネ
クタが収容された筐体とを有する。前記凹部は、前記筐体の表面よりも前記筐体の内側に
位置して前記プラグの挿入方向で前記樹脂部の前記端面に面するとともに前記端子部が挿
入される開口部が設けられた端壁と、該端壁の端部から延びて前記プラグの挿入方向とは
交差した方向から前記樹脂部に面する内周壁とを有する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】第１実施形態に係るテレビジョン受像機を示す斜視図。
【図２】第２実施形態に係る電子機器を示す斜視図。
【図３】図２中に示された電子機器の断面図。
【図４】図２中に示された電子機器を分解して示す斜視図。
【図５】図２中に示された電子機器の内部を示す平面図。
【図６】図２中に示された電子機器の内部を示す平面図。
【図７】図６中に示されたコネクタの周囲を拡大して示す平面図。
【図８】図７中に示されたコネクタに係合するプラグを示す斜視図。
【図９】図７中に示されたコネクタを示す斜視図。
【図１０】図２中に示された電子機器の第１側壁を示す側面図。
【図１１】図１０中に示された凹部を示す斜視図。
【図１２】図１１中に示された凹部を示す断面図。
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【図１３】図１２中に示された凹部のＦ１３－Ｆ１３線に沿う断面図。
【図１４】図１２中に示された凹部の周囲を分解して示す斜視図。
【図１５】図１０中に示された凹部を示す斜視図。
【図１６】図２中に示された電子機器の第２側壁を示す側面図。
【図１７】図１６中に示されたセキュリティロック取付部の周囲を示す平面図。
【図１８】図２中に示された筐体が取り付けられるカバーを示す斜視図。
【図１９】図１８中に示されたカバーの第１状態を示す斜視図。
【図２０】図１８中に示されたカバーの第２状態を示す側面図。
【図２１】図１８中に示されたカバーの変形過程を示す側面図。
【図２２】第３実施形態に係る車両を模式的に示す側面図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、実施の形態について、図面を参照して説明する。なお本明細書では、手前側（ユ
ーザ側）を前方向、ユーザから見て遠い側を後方向、ユーザから見て左側を左方向、ユー
ザから見て右側を右方向、ユーザから見て上方を上方向、ユーザから見て下方を下方向と
定義する。
【０００９】
　さらに、複数の表現が可能な各要素について一つ以上の他の表現の例を付すことがある
が、これは他の表現が付されていない要素について異なる表現がされることを否定するも
のではないし、例示されていない他の表現がされることを制限するものでもない。
【００１０】
　（第１実施形態）　
　図１は、第１実施形態に係るテレビジョン受像機１を開示している。テレビジョン受像
機１は、「電子機器」の一例である。テレビジョン受像機１は、表示ユニット２と、該表
示ユニット２を支持するスタンド３（支持部）とを有する。表示ユニット２は、筐体４を
有する。筐体４には、コネクタ５及びセキュリティロック取付部６が設けられている。
【００１１】
　なお、これらの詳細は、第２実施形態に係る構成と略同じである。そこで、第２実施形
態を詳しく説明し、第２実施形態の構成と同一または類似の機能を有する構成は、同一の
符号を付してその説明を省略する。
【００１２】
　（第２実施形態）　
　次に、図２乃至図２１を参照して、第２実施形態に係る電子機器１１を説明する。本実
施形態に係る電子機器１１は、例えば携帯用のモニターである。なお、本実施形態及び後
述の実施形態に係る構造が適用可能な電子機器は、上記例に限られない。本明細書で説明
される全ての実施形態及び変形例は、例えばノート型ポータブルコンピュータ（ノートＰ
Ｃ）や、スレート型ポータブルコンピュータ（スレートＰＣ、タブレット）、テレビジョ
ン受像機、携帯電話（スマートフォンを含む）、ゲーム機など種々の電子機器に広く適用
可能である。
【００１３】
　図２及び図３に示すように、電子機器１１は、筐体４と、該筐体４収容された表示装置
１２とを有する。表示装置１２は、表示画面１３を含む第１面１２ａ（表示面）と、該第
１面１２ａとは反対側に位置した第２面１２ｂ（背面）とを有する。第１面１２ａには、
タッチセンサ（タッチパネル）が設けられている。タッチセンサは、入力部（入力受付部
、操作部）の一例である。
【００１４】
　筐体４は、背壁２１（後壁、第１壁、第１面）と、前壁２２（第２壁、第２面）と、周
壁２３（側壁、第３壁、第３面）とを有する。背壁２１は、表示装置１２と略平行に延び
ている（略平行に広がっている）。背壁２１は、表示装置１２の第２面１２ｂに面する。
背壁２１の端部は、筐体４の厚さが薄くなる方向に曲がる曲面部２４を有する。
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【００１５】
　前壁２２は、背壁２１とは反対側に位置する。前壁２２は、背壁２１と略平行に延びて
いる（略平行に広がっている）。前壁２２は、表示装置１２の第１面１２ａに面する。つ
まり、表示装置１２は、背壁２１と前壁２２との間に位置する。前壁２２は、表示画面１
３が露出する開口部２２ａが設けられている。
【００１６】
　周壁２３は、背壁２１及び前壁２２とは交差した方向（例えば略直交した方向）に延び
ている。周壁２３は、筐体４の厚さ方向に延び、前壁２２の端部（周端部、周縁部）と、
背壁２１の端部（周端部、周縁部）とに亘る。なお、筐体４の厚さ方向とは、背壁２１か
ら前壁２２（または前壁２２から背壁２１）に向かう方向である。
【００１７】
　周壁２３は、上壁２３ａ（上面）、下壁２３ｂ（下面）、第１側壁２３ｃ（第１側面、
例えば左側壁）、及び第２側壁２３ｄ（第２側面、例えば右側壁）を有する。上壁２３ａ
及び下壁２３ｂは、筐体４の長手方向に延びている。第１側壁２３ｃ及び第２側壁２３ｄ
は、上壁２３ａ及び下壁２３ｂとは交差した方向（略直交した方向）に延びている。第１
側壁２３ｃ及び第２側壁２３ｄは、筐体４の短手方向に延びている。なお、第１側壁２３
ｃ及び第２側壁２３ｄは、左右が逆でもよい。
【００１８】
　図３及び図４に示すように、筐体４は、第１カバー２６（ボトムカバー、ベース、第１
部材、第１部分）と、第２カバー２７（フロントカバー、マスク、第２部材、第２部分）
とを有する。本実施形態では、第１カバー２６は、背壁２１を含む。第２カバー２７は、
前壁２２と周壁２３とを含む。第１カバー２６と第２カバー２７とが組み合わされること
で、筐体４が構成されている。
【００１９】
　図３及び図４に示すように、筐体４には、ミドルプレート２８（ミドルフレーム、支持
部、保持部、補強部材、補強部、第３部材）が収容されている。ミドルプレート２８は、
表示装置１２と背壁２１との間に位置する。ミドルプレート２８は、金属製であり、比較
的高い剛性を有する。ミドルプレート２８は、背壁２１に固定され、筐体４を補強する。
【００２０】
　筐体４には、さらに回路基板３１が収容されている。回路基板３１は、ミドルプレート
２８と背壁２１との間に位置する。つまり、回路基板３１は、表示装置１２と背壁２１と
の間に位置する。回路基板３１は、背壁２１と略平行に延びている（略平行に広がってい
る）。回路基板３１は、第１面３１ａと、第２面３１ｂとを有する。第１面３１ａは、背
壁２１に面する。回路基板３１は、背壁２１に固定されている。第２面３１ｂは、表示装
置１２（前壁２２）に面する。
【００２１】
　図３乃至図６に示すように、本実施形態では、回路基板３１の一部と表示装置１２の一
部とが筐体４の厚さ方向に互いに重なる。これにより、回路基板３１の実装に必要な領域
を小さくすることができる。つまり、筐体４の小型化を実現し、狭額縁の電子機器１１を
提供することができる。
【００２２】
　図６に示すように、回路基板３１は、筐体４の角部に設けられている。回路基板３１は
、第１部分３２ａ（第１領域）、第２部分３２ｂ（第２領域）、及び第３部分３２ｃ（第
３領域）を有する。
【００２３】
　第１部分３２ａは、筐体４の長手方向に延びている。第１部分３２ａは、長手方向の第
１端部（例えば左端部）と、該第１端部とは反対側に位置した第２端部（右端部）とを有
する。第２部分３２ｂ（第１突出部）は、第１部分３２ａの第１端部から筐体４の短手方
向に突出している。第３部分３２ｃ（第２突出部）は、第１部分３２ａの第２端部から筐
体４の短手方向に突出している。
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【００２４】
　図６及び図７に示すように、第２部分３２ｂには、コネクタ５と、スイッチ３３とが実
装されている。なお、コネクタ５及びスイッチ３３については、詳しく後述する。第３部
分３２ｃには、コネクタ３４が実装されている。図５に示すように、コネクタ３４には、
表示装置１２に接続されたケーブル３５が接続される。回路基板３１は、コネクタ３４及
びケーブル３５を通じて、表示装置１２に電気的に接続されている。
【００２５】
　図５及び図６に示すように、筐体４は、筐体４の厚さ方向で、表示装置１２と重なる第
１領域４ａと、表示装置１２とは重ならない第２領域４ｂとを有する。コネクタ５及びス
イッチ３３は、第２領域４ｂに設けられている。換言すれば、コネクタ５及びスイッチ３
３は、表示装置１２と周壁２３（例えば下壁２３ｂ）との間に位置する。
【００２６】
　（コネクタ取付構造）　
　まず、本実施形態に係るコネクタ取付構造４０（コネクタ実装構造、コネクタ収容構造
、コネクタ固定構造）について説明する。コネクタ取付構造４０は、コネクタ５と、後述
の凹部４１とを含む。図７に示すように、コネクタ５には、例えば外部部材のプラグ４２
が接続される。
【００２７】
　図８は、本実施形態に係るプラグ４２（第１コネクタ、雄コネクタ、雄部、外部部材、
第１接続部、第１導通部、第１部材、第１部分）の一例を示す。本実施形態に係るプラグ
４２は、規格品（汎用品）である。プラグ４２は、例えばケーブル４３の端部に設けられ
たＵＳＢプラグである。本実施形態に係るプラグ４２は、ＵＳＢ３．０のマイクロ－Ｂの
規格に対応したプラグである。
【００２８】
　図８に示すように、プラグ４２は、樹脂製の支持部４４（樹脂部、モールド部、非金属
部、非導電部、ケース、保護部、保持部）と、金属製の端子部４５（金属部、導電部）と
を有する。支持部４４は、例えば扁平な箱状に設けられ、第１乃至第５面４４ａ，４４ｂ
，４４ｃ，４４ｄ，４４ｅを有する。
【００２９】
　第１面４４ａは、支持部４４の先端部に位置した端面（先端面）である。第１面４４ａ
は、プラグ４２の挿入方向Ｄとは交差した方向（例えば略直交した方向）に延びている。
第１面４４ａは、プラグ４２の挿入方向Ｄで、コネクタ５に面する。
【００３０】
　第２乃至第５面４４ｂ，４４ｃ，４４ｄ，４４ｅは、プラグ４２の挿入方向Ｄに延びて
いる。つまり、第２乃至第５面４４ｂ，４４ｃ，４４ｄ，４４ｅは、第１面４４ａとは交
差した方向（例えば略直交した方向）に延びている。第２乃至第５面４４ｂ，４４ｃ，４
４ｄ，４４ｅは、支持部４４の周面（外周面）を構成している。
【００３１】
　第３面４４ｃは、第２面４４ｂとは反対側に位置する。第４面４４ｄ及び第５面４４ｅ
は、第２面４４ｂ及び第３面４４ｃとは交差した方向（例えば略直交した方向）に延びて
いる。第５面４４ｅは、第４面４４ｄとは反対側に位置する。
【００３２】
　第２面４４ｂは、例えばマークや文字を含む表示部４６を有する。表示部４６は、例え
ばプラグ４２の種類を示すロゴマークを含む。本実施形態に係る表示部４６は、ＵＳＢ３
．０のマイクロ－Ｂに対応したプラグであることを示すロゴマークを含む。
【００３３】
　端子部４５は、支持部４４の第１面４４ａの略中央部から、プラグ４２の挿入方向に突
出している。端子部４５は、第１部分４５ａ（第１端子）と、第２部分４５ｂ（第２端子
）とを含む。第１部分４５ａは、扁平な筒状に形成され、プラグ４２の挿入方向Ｄに延び
ている。
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【００３４】
　第１部分４５ａは、金属製であり、例えばマイナス端子（グラウンド端子）である。第
１部分４５ａは、端子部４５の外形（外郭、表面）を構成している。第２部分４５ｂは、
第１部分４５ａ（筒部）の内側に位置する。第２部分４５ｂは、例えばプラス端子（信号
端子）である。
【００３５】
　図８に示すように、ＵＳＢ３．０のマイクロ－Ｂのプラグ４２は、例えば通常のＵＳＢ
３．０のプラグなどに比べて、端子部４５の厚さが薄い。このようなプラグ４２の端子部
４５は、通常のＵＳＢ３．０のプラグの端子部よりも強度が弱い。
【００３６】
　図７及び図９に示すように、筐体４のコネクタ５（第２コネクタ、雌コネクタ、雌部、
第２接続部、第２導通部、第２部材、第２部分）は、プラグ４２が係合する（係る）ソケ
ット（ジャック）である。本実施形態に係るコネクタ５は、規格品（汎用品）であり、例
えば小型タイプの外部Ｉ／Ｏコネクタである。本実施形態に係るコネクタ５は、ＵＳＢコ
ネクタであり、例えばＵＳＢ３．０のマイクロ－Ｂの規格に対応したコネクタである。こ
のようなコネクタ５は、小型化に伴い機械的強度が低下している。コネクタ５は、プラグ
４２の端子部４５が係合する（係る、固定される、接続される、繋がる、電気的に接続さ
れる、導通される、挿入される、コネクトされる）。
【００３７】
　コネクタ５は、第１部分５ａ（第１端子）と、複数の第２部分５ｂ（第２端子）とを含
む。第１部分５ａは、プラグ４２の端子部４５よりも一回り大きな筒状に形成されている
。第１部分５ａは、プラグ４２の端子部４５が差し込まれる開口部５ｃ（凹部）が設けら
れている。端子部４５の第１部分４５ａは、コネクタ５の第１部分５ａの開口部５ｃに差
し込まれ、コネクタ５の第１部分５ａに係合する（接続される、電気的に接続される、導
通される）。第２部分５ｂは、第１部分５ａ（筒部）の内側（開口部５ｃ）に位置する。
コネクタ５の第２部分５ｂは、プラグ４２の第２部分４２ｂに接続される（電気的に接続
される、導通される、係合する）。
【００３８】
　図１０及び図１１に示すように、筐体４の第１側壁２３ｃは、凹部４１が設けられてい
る。凹部４１は、コネクタ５の近傍に設けられている。凹部４１は、筐体４の表面Ｓ（外
面）に開口した開口部４１ａを有するとともに、筐体４の内側に窪んでいる。凹部４１は
、プラグ４２の支持部４４の外形よりも大きい。
【００３９】
　図１２乃至図１３に示すように、凹部４１には、プラグ４２の支持部４４及び端子部４
５が共に差し込まれる。凹部４１は、第１壁５１（端壁、端面、第１面、底壁、奥壁、受
け壁）と、内周壁５２（内周面）とを有する。
【００４０】
　図１４及び図１５に示すように、第１壁５１は、筐体４の表面Ｓよりも筐体４の内側に
位置する。つまり、第１壁５１は、第１側壁２３ｃ（筐体４の周壁）よりも筐体４の内側
に位置する。第１壁５１は、筐体４の厚さ方向に延びている。第１壁５１は、プラグ４２
の挿入方向Ｄとは交差した方向（例えば略直交した方向）に延びている。第１壁５１は、
プラグ４２の挿入方向Ｄで、支持部４４の第１面４４ａに面する。
【００４１】
　第１壁５１は、例えば支持部４４の第１面４４ａに接してもよい。第１壁５１は、支持
部４４の第１面４４ａを支持し、支持部４４の位置を規制してもよい。すなわち、第１壁
５１と支持部４４との接触で、端子部４５とコネクタ５との係り具合（係合深さ、嵌合深
さ）が決まってもよい。なお、第１壁５１は、支持部４４との間に隙間を有してもよい。
端子部４５とコネクタ５との係り具合は、端子部４５とコネクタ５との係合によって決ま
ってもよい。
【００４２】
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　第１壁５１には、プラグ４２の端子部４５が挿入される開口部５１ａが設けられている
。第１壁５１は、外部に露出した外面５１ｂ（第１面）と、筐体４の内部に露出した内面
５１ｃ（第２面）とを有する。
【００４３】
　図１２及び図１３に示すように、コネクタ５は、プラグ４２の挿入方向Ｄで、第１壁５
１の背後（後方）に位置する。コネクタ５は、第１壁５１の内面５１ｃに面する。コネク
タ５は、筐体４の内部から開口部５１ａに面する。コネクタ５は、開口部５１ａに通され
た端子部４５が接続される（係合される、挿入される、差し込まれる、電気的に接続され
る）。これにより、プラグ４２とコネクタ５とが電気的に接続される。
【００４４】
　図１２及び図１３に示すように、内周壁５２は、第１壁５１の端部（周端部、周縁部）
から筐体４の外側に向いて延びている。内周壁５２は、第１壁５１の端部（周端部、周縁
部）と筐体４の第１側壁２３ｃとの間で、プラグ４２の挿入方向Ｄに延びている。内周壁
５２は、第１壁５１の端部（周端部、周縁部）と筐体４の表面Ｓとに亘る。
【００４５】
　内周壁５２は、プラグ４２の挿入方向Ｄとは交差した方向（例えば略直交した方向）で
、プラグ４２の支持部４４に面する。内周壁５２は、支持部４４の周囲（周面、側面）を
囲み、支持部４４に上下前後の四方向から面する。内周壁５２の内面は、凹部４１の開口
部４１ａを規定する。
【００４６】
　内周壁５２は、第２壁５３（第２面、第１内面、第１面）、第３壁５４（第３面、第２
内面、第２面）、第４壁５５（第４面、第３内面、第３面）、及び第５壁５６（第５面、
第４内面、第４面）を有する。第２乃至第５壁５３，５４，５５，５６は、プラグ４２の
挿入方向Ｄに延びている。第２乃至第５壁５３，５４，５５，５６は、互いに略平行であ
る。
【００４７】
　第２壁５３は、第１壁５１の背壁２１側の端部から延びている。第２壁５３は、筐体４
の背壁２１の一部を構成している（図１２及び図１４参照）。第２壁５３は、支持部４４
の第２面４４ｂに面する。第３壁５４は、第２壁５３とは反対側に位置する。第３壁５４
は、支持部４４の第３面４４ｃに面する。つまり、支持部４４は、第２壁５３と第３壁５
４との間に位置する。
【００４８】
　第４壁５５及び第５壁５６は、第２壁５３及び第３壁５４とは交差した方向（例えば略
直交した方向）に延びている。第４壁５５及び第５壁５６は、筐体４の厚さ方向に延び、
筐体４を補強している。
【００４９】
　第４壁５５は、支持部４４の第４面４４ｄに面する。第５壁５６は、第４壁５５とは反
対側に位置する。第５壁５６は、支持部４４の第５面４４ｅに面する。つまり、支持部４
４は、第４壁５５と第５壁５６との間に位置する。
【００５０】
　内周壁５２は、支持部４４を支持する支持壁である。さらに内周壁５２は、凹部４１に
プラグ４２が差し込まれる時に、端子部４５が開口部５１ａに向かい合うように支持部４
４を案内する案内壁（案内部、ガイド部）である。すなわち、支持部４４を内周壁５２に
沿わせながらプラグ４２が凹部４１の奥に向かって差し込まれることで、端子部４５と開
口部５１ａとの位置合わせが成され、端子部４５が開口部５１ａに挿入される。
【００５１】
　図１４に示すように、第１乃至第５壁５１，５３，５４，５５，５６は、背壁２１と一
体に（第１カバー２６と一体に）設けられている。つまり、凹部４１は、分割面を有しな
い。第２カバー２７は、第１乃至第５壁５１，５３，５４，５５，５６を避ける切欠き部
５７が設けられている。
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【００５２】
　図１５に示すように、上述したように、背壁２１の端部は、筐体４の外側に向かって進
むに従い筐体４の厚さが薄くなる方向に曲がる曲面部２４を有する。筐体４の端部の一部
は、曲面部２４から筐体４の外側に盛り上がった隆起部５８を有する。隆起部５８は、前
壁２２から離れる方向に盛り上がっている。凹部４１は、隆起部５８に繋がる周壁２３の
領域に設けられている。これにより、第２壁５３の厚さ（肉厚）が確保されている。
【００５３】
　上述したように、プラグ４２の支持部４４は、表示部４６（第１表示部）を有する。同
様に、筐体４の第２壁５３（背壁２１）には、例えばマークや文字を含む表示部５９（第
２表示部）が設けられている。表示部５９は、例えばコネクタ５の種類を示すロゴマーク
を含む。本実施形態に係る表示部５９は、ＵＳＢに対応したコネクタであることを示すロ
ゴマークを含む。
【００５４】
　図１３乃至図１５に示すように、第２壁５３（背壁２１）には、例えばＵ字形の切欠き
部６１が設けられている。切欠き部６１は、コネクタ５にプラグ４２が係合した状態（差
し込まれた状態、挿入された状態）で、プラグ４２の表示部４６を外部に露出させる。つ
まり、切欠き部６１は、支持部４４が凹部４１に差し込まれた状態（挿入された状態）で
、支持部４４の表示部４６を外部に露出させる。このため、プラグ４２が凹部４１に差し
込まれた状態でも、プラグ４２の表示部４６が外部から確認可能（識別可能）である。
【００５５】
　図１３乃至図１５に示すように、切欠き部６１は、背壁２１に設けられている。つまり
、切欠き部６１は、内周壁５２のなかで、前壁２２とは反対側に位置した領域に設けられ
ている。このため、切欠き部６１は、前面からは見えない。
【００５６】
　図２、図３、図１１に示すように、筐体４の前壁２２には、操作部６２が設けられてい
る。操作部６２の一例は、筐体４の厚さ方向に押されるボタン（押しボタン）である。操
作部６２は、移動可能に前壁２２に支持されている。操作部６２は、凹部４１の近傍に位
置する。なお、操作部６２は、前壁２２に代えて、背壁２１に設けられてもよい。図３に
示すように、回路基板３１のスイッチ３３は、筐体４の厚さ方向で、操作部６２に面する
。スイッチ３３は、操作部６２によって操作される。
【００５７】
　図７に示すように、回路基板３１の固定部は、第１固定部６４と、第２固定部６５とを
含む。第１固定部６４及び第２固定部６５は、回路基板３１を背壁２１に固定する。第１
固定部６４は、プラグ４２の挿入方向Ｄで、コネクタ５及びスイッチ３３の背後（後方）
に位置する。つまり、第１固定部６４は、プラグ４２の挿入方向で、コネクタ５及びスイ
ッチ３３と並ぶ。コネクタ５及びスイッチ３３は、凹部４１と第１固定部６４との間に位
置する。
【００５８】
　第２固定部６５は、プラグ４２の挿入方向Ｄに対して、コネクタ５の側方に位置する。
つまり、第２固定部６５は、プラグ４２の挿入方向とは交差した方向で、コネクタ５と並
ぶ。コネクタ５は、第２固定部６５と周壁２３との間に位置する。これら第１固定部６４
及び第２固定部６５により、コネクタ５及びスイッチ３３の周りが強固に固定されている
。
【００５９】
　次に、凹部４１の作用について説明する。　
　本実施形態では、プラグ４２がコネクタ５に接続された状態で、内周壁５２は、プラグ
４２の挿入方向Ｄとは交差した方向でプラグ４２の支持部４４に面する。このため、プラ
グ４２の挿入方向Ｄとは交差した方向のストレスがプラグ４２に作用し、コネクタ５に対
してプラグ４２が傾斜しようとした場合、内周壁５２がプラグ４２の支持部４４に接し、
内周壁５２が支持部４４を支持する。
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【００６０】
　これにより、プラグ４２の傾斜を抑制することができ、プラグ４２とコネクタ５との間
に大きなストレスが作用することが抑制される。これにより、プラグ４２の端子部４５に
掛かるストレスや、コネクタ５と回路基板３１との接続部（はんだ部）に掛かるストレス
を減らすことができる。
【００６１】
　また、凹部４１の内周壁５２は、プラグ４２の挿入方向Ｄに延びている。このため、プ
ラグ４２が凹部４１に差し込まれる時、端子部４５が開口部５１ａに向かい合うように支
持部４４が内周壁５２によって案内される。これにより、支持部４４が内周壁５２に接し
た状態でプラグ４２を凹部４１の奥に向けて差し込むことで、端子部４５が開口部５１ａ
に挿入される。
【００６２】
　このような構成によれば、コネクタ５周りの不具合の抑制を図ることができる。　
　一般的に、コネクタにプラグが挿抜される時、コネクタがこじられることがある。ここ
で比較のため、筐体に凹部４１がない場合について考える。この場合、プラグの端子部と
コネクタとの間で全ての応力（負荷）を受けることになる。このため、プラグの端子部や
、コネクタと回路基板との接続部に大きなストレスが作用する。このため、プラグの端子
部が破損したり、コネクタと回路基板との間の接続部が剥がれたりするなど、コネクタ５
周りに不具合が生じる可能性がある。
【００６３】
　一方で、本実施形態では、筐体４は、プラグ４２の挿入方向Ｄとは交差した方向からプ
ラグ４２の支持部４４の一部に面する部分を有する。このような構成によれば、例えばコ
ネクタ５がこじられた時、内周壁５２によってプラグ４２の支持部４４を支持することが
できる。つまり、こじりによるストレス（応力）の一部を筐体４で受けることができる。
すなわち、端子部４５とコネクタ５との間に作用するストレスを筐体４に分散させること
ができる。これにより、プラグ４２の端子部４５や、コネクタ５と回路基板３１との接続
部に大きなストレスが作用することを抑制することができる。これにより、コネクタ５周
りの不具合の抑制を図ることができる。
【００６４】
　本実施形態では、筐体４は、プラグ４２の支持部４４が差し込まれる凹部４１が設けら
れている。このような凹部４１が設けられていると、プラグ４２の支持部４４が複数の方
向から支持される。このため、プラグ４２の傾斜をさらに抑制することができ、プラグ４
２の端子部４５や、コネクタ５と回路基板３１との接続部にストレスが作用することをさ
らに抑制することができる。
【００６５】
　本実施形態では、コネクタ５を有した回路基板３１は、背壁２１に固定されている。ま
た、凹部４１の第１壁５１及び内周壁５２は、背壁２１と一体に設けられている。このよ
うな構成によれば、凹部４１の第１壁５１及び内周壁５２の一部が前壁２２に設けられる
場合に比べて、プラグ４２とコネクタ５と凹部４１との位置あわせの公差（部品交差）を
小さくすることができる。これにより、プラグ４２をさらに精度良く支持することができ
、ストレスのさらなる低減を図ることができる。また、上記構成によれば、位置あわせの
公差が小さいので、プラグ４２をコネクタ５に向けてさらに精度良く案内することができ
る。
【００６６】
　本実施形態では、内周壁５２は、プラグ４２の表示部４６が筐体４の外部に露出する切
欠き部６１が設けられている。これにより、プラグ４２が凹部４１に差し込まれた状態で
も、プラグ４２の表示部４６が外部から確認可能になる。これは、ユーザの利便性の向上
に寄与する。
【００６７】
　本実施形態では、内周壁５２は、筐体４の厚さ方向に延びた壁部５５，５６を含む。こ
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れにより、凹部４１によって筐体４が補強され、凹部４１の周りで比較的高い剛性を有す
る。そして本実施形態では、凹部４１の近傍に操作部６２が設けられている。つまり、凹
部４１によって補強された領域に操作部６２が設けられている。このため、操作部６２の
操作によって筐体４や操作部６２が撓みにくく、ユーザは操作部６２を操作しやすい。こ
れは、ユーザの利便性の向上に寄与する。
【００６８】
　本実施形態では、回路基板３１は、筐体４に固定された第１固定部６４と第２固定部６
５とを有する。コネクタ５は、第１固定部６４と凹部４１との間に位置する。第２固定部
６５は、プラグ４２の挿入方向Ｄとは交差した方向でコネクタ５と並ぶ。このような構成
によれば、第１固定部６４と第２固定部６５とによってコネクタ５の周囲が強固に固定さ
れる。
【００６９】
　（セキュリティロック取付構造）　
　次に、セキュリティロック取付構造について説明する。図１６に示すように、筐体４の
第２側壁２３ｄには、コネクタ７１と、セキュリティロック取付部６（セキュリティスロ
ット）とが設けられている。コネクタ７１は、例えば電源コネクタである。
【００７０】
　図５に示すように、コネクタ７１は、筐体４の厚さ方向で表示装置１２とは重ならない
領域（第２領域４ｂ）に設けられている。コネクタ７１は、表示装置１２と周壁２３（例
えば下壁２３ｂ）との間に位置する。コネクタ７１は、ケーブル７２（内部ケーブル）で
回路基板３１に電気的に接続されている。
【００７１】
　図５、図６、図１７に示すように、セキュリティロック取付部６は、表示装置１２の側
方に位置する。セキュリティロック取付部６は、表示装置１２と第２側壁２３ｄとの間に
位置する。第２側壁２３ｄは、セキュリティロック取付部６が露出する開口部７３が設け
られている。
【００７２】
　セキュリティロック取付部６は、「外部接続部」、「接続部」、「取付部」、「ロック
支持部」、「保持部」の其々一例である。セキュリティロック取付部６には、外部からセ
キュリティロックＲ（ロック、セキュリティ部材、外部部材、支持部）が取り付けられる
。セキュリティロック取付部６の一例は、セキュリティロックＲが装着される穴（取付穴
、貫通穴）である。
【００７３】
　図１７に示すように、セキュリティロック取付部６は、固定部材７４（支持部、固定部
、取付部材）に設けられている。固定部材７４は、筐体４に収容されている。固定部材７
４は、第１部分７４ａ、第２部分７４ｂ、第３部分７４ｃ、及び第４部分７４ｄを有する
。
【００７４】
　第１部分７４ａは、背壁２１と略平行に延びている（略平行に広がっている）。筐体４
は、溶着用の複数の突起７５（ピン）を有する。突起７５は、例えば背壁２１から筐体４
の内部に突出している。第１部分７４ａは、突起７５が通される複数の穴７６を有する。
第１部分７４ａの穴７６に突起７５に通された後、突起７５の先端部は、加熱押圧されて
潰される。これにより、第１部分７４ａは、背壁２１に溶着固定される。
【００７５】
　図１７に示すように、第１部分７４ａの一部は、表示装置１２に面する。第１部分７４
ａの一部は、表示装置１２と背壁２１との間に位置する。つまり、第１部分７４ａの一部
は、筐体４の厚さ方向で表示装置１２と重なる。第１部分７４ａの一部が表示装置１２と
重なることで、筐体４の小型化を図ることができる。
【００７６】
　第２部分７４ｂは、第１部分７４ａの端部から起立し、第２側壁２３ｄと略平行に延び
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ている。第２部分７４ｂは、第２側壁２３ｄに面する。第２部分７４ｂには、セキュリテ
ィロック取付部６が設けられている。
【００７７】
　第３部分７４ｃは、筐体４の右下の角部に設けられている。第３部分７４ｃは、電源コ
ネクタ７１と下壁２３ｂとの間に位置する。第３部分７４ｃは、背壁２１と略平行に延び
ている（略平行に広がっている）。第３部分７４ｃは、第１部分７４ａと略同じ構造で、
背壁２１に溶着固定されている。
【００７８】
　第４部分７４ｄは、第１部分７４ａの端部及び第３部分７４ｃの端部から起立している
。第４部分７４ｄは、第２側壁２３ｄと略平行に延びている。第４部分７４ｄは、第１部
分７４ａと第３部分７４ｃとの間に亘り、第１部分７４ａと第３部分７４ｃとを連結して
いる。これにより、第１部分７４ａは、第３部分７４ｃによって補強されている。第４部
分７４ｄが第２側壁２３ｄと略平行に延びていると、第４部分７４ｄが筐体４内で邪魔に
なりにくい。
【００７９】
　図１８に示すように、電子機器１１は、筐体４の外部を覆うカバー８１（ケース、保護
部）と、ケーブル４３とを有する。筐体４の背壁２１には、複数の取付部８２（固定部）
が設けられている。取付部８２の一例は、ファスナー（面ファスナー）である。詳しくは
後述するが、カバー８１は、筐体４の前壁２２及び背壁２１を覆う第１状態（第１形態、
図１９参照）と、表示画面１３が露出した状態で筐体４が斜めに支持される第２状態（第
２形態、図２０参照）との間で変形可能である。
【００８０】
　ケーブル４３は、例えば三つの端子を有したいわゆるＹ字型ＵＳＢケーブルである。ケ
ーブル４３の一つの端子は、上述のプラグ４２である。ケーブル４３の他の端子は、例え
ば記録装置のような外部接続機器に接続される。電子機器１１は、ケーブル４３を介して
データ転送および給電が行われる。
【００８１】
　カバー８１は、例えば合成皮革製又はフェルト生地製である。カバー８１は、筐体４を
包んで保護する。カバー８１は、第１部分９１（第１領域）、第２部分９２（第２領域）
、第３部分９３（第３領域）、第４部分９４（第４領域）、第５部分９５（第５領域）、
及び第６部分９６（第６領域）を有する。
【００８２】
　第１部分９１および第２部分９２は、それぞれ二つ折り可能である。第２部分９２は、
二つ折りされる部分を境に設けられた第１支持部９２ａと第２支持部９２ｂとを有する。
第１部分９１は、二つ折りされる部分を境に設けられた第３支持部９１ａと第４支持部９
１ｂとを有する。
【００８３】
　第１部分９１は、筐体４よりも大きな矩形状に形成されている。第１部分９１は、取付
部９８（固定部）が設けられている。取付部９８の一例は、ファスナー（面ファスナー）
である。第１部分９１の取付部９８と筐体４の取付部８２とが合わされることで、筐体４
は、第１部分９１に固定される。
【００８４】
　図１９に示すように、第１部分９１の背面には、支持部９９（突出部、突起、舌部）が
設けられている。支持部９９は、第１部分９１の背面に設けられたタブである。図２０に
示すように、上記第２状態で、支持部９９には、カバー８１の一部（例えば第２支持部９
２ｂ）が係る。これにより、カバー８１は、第２状態で保持される。
【００８５】
　図２０に示すように、カバー８１には、支持部９９が合わされる領域を示す表示１００
が設けられている。表示１００は、例えば支持部９９（タブ）が合わされる位置を示すマ
ークである。表示１００の一例は、上記第２状態で、支持部９９（タブ）の外形に沿うス
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テッチである。このような表示１００が設けられていると、カバー８１の特定領域を支持
部９９に合わせやすい。これは、ユーザの利便性を高める。
【００８６】
　図１８に示すように、第２部分９２は、筐体４よりも大きい矩形状に形成されている。
第１部分９１と第２部分９２とは、略同じ大きさである。第１支持部９２ａは、第５部分
９５（第１接続部）を介して、第１部分９１の第４支持部９１ｂに連結されている。第５
部分９５は、例えば合成皮革製であり、柔軟性を有する。第１支持部９２ａは、第１部分
９１の第４支持部９１ｂに対して回動可能である。
【００８７】
　第１支持部９２ａは、第２支持部９２ｂよりも小さい。第１支持部９２ａと第２支持部
９２ｂとは、スリット（開口、穴、孔、凹部、部分、領域）を介して並んでいる。詳しく
述べると、第１支持部９２ａ及び第２支持部９２ｂの其々フェルト生地および剛性部材で
構成された部分は、互いに断絶している。一方で、第１支持部９２ａ及び第２支持部９２
ｂの其々合成皮革で構成された部分は、互いに連続している。このため、第１支持部９２
ａと第２支持部９２ｂとは連結されている。
【００８８】
　第３部分９３は、第６部分９６（第２接続部）を介して、第２部分９２の第２支持部９
２ｂに連結されている。第６部分９６は、例えば合成皮革製であり、柔軟性を有する。第
３部分９３は、第２部分９２の第２支持部９２ｂに対して回動可能である。
【００８９】
　第４部分９４（保持部）は、第５部分９５とともに、第２部分９２の端部に接続されて
いる。第４部分９４は、例えばフェルト生地製であり、柔軟性を有する。第４部分９４は
、例えば面ファスナー１０２が設けられている。第４部分９４は、丸められた状態に固定
可能であり、ケーブル４３を包んで保持する。
【００９０】
　上述したように、カバー８１は、筐体４を包んで保護する第１状態と、カバー８１が筐
体４のスタンドとして用いられる第２状態との間で変形可能である。第１状態では、第２
部分９２が筐体４の前壁２２を覆う。筐体４は、第１部分９１と第２部分９２との間に位
置する。筐体４の第１側壁２３ｃ及び第２側壁２３ｄは、外部に露出されている。第４部
分９４は、第１部分９１と第２部分９２との間に位置する。第４部分９４は、ケーブル４
３を保持可能である。
【００９１】
　図２１に示すように、カバー８１は、例えば以下のように第２状態に変形可能である。
まず、第２部分９２を二つ折りにする。すなわち、第２支持部９２ｂを第１支持部９２ａ
に対して回動させる。また、第３部分９３を第２支持部９２ｂに対して回動させる。これ
により、図２１中に二点鎖線で示すように、第１支持部９２ａ、第２支持部９２ｂ、及び
第３部分９３が、略三角形状に配置される。これにより、筐体４が斜めの姿勢で保持され
る。
【００９２】
　この第２状態では、筐体４の背壁２１は、カバー８１の第１部分９１に覆われている。
筐体４の第１側壁２３ｃ及び第２側壁２３ｄは、外部に露出されている。本実施形態では
、セキュリティロック取付部６は、筐体４の側壁２３ｄに設けられ、第１状態及び第２状
態の両方で外部に露出される。
【００９３】
　このような構成によれば、電子機器１１の小型化を図ることができる。すなわち、表示
装置１２の側方にセキュリティロック取付部６を設けることで、筐体４の小型化を図るこ
とができる。
【００９４】
　なお、セキュリティロック取付部６の位置は、上記に限定されるものではない。セキュ
リティロック取付部６は、例えば第２側壁２３ｄの下端部や、下壁２３ｂ、またはその他
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の位置に設けられてもよい。
【００９５】
　（第３実施形態）　
　次に、図２２を参照して、第３実施形態に係る車両１１１について説明する。なお、第
２実施形態の構成と同一または類似の機能を有する構成は、同一の符号を付してその説明
を省略する。また、下記に説明する以外の構成は、第２実施形態と同じである。
【００９６】
　車両１１１は、例えば電気自動車であり、「電子機器」の一例である。車両１１１は、
上記第２実施形態と略同じコネクタ取付構造４０を有する。すなわち、車両１１１は、コ
ネクタ５と、凹部４１とを有する。凹部４１が設けられる筐体４の一例は、車両１１１の
ボディ（車体）である。なお、筐体４は、ボディに限定されず、ボディの内部に設けられ
た部材などでもよい。なお、上記第２実施形態で説明した全ての構成は、車両１１１に適
用可能である。
【００９７】
　このような構成によれば、上記第２実施形態と同様に、コネクタ周りの不具合の抑制を
図ることができる。
【００９８】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具現化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより種々の発明を形成できる。例えば、実施
形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施形
態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【００９９】
　例えば、筐体４に設けられて支持部４４に側方から面する部分は、凹部に限定されるも
のではない。例えば一対の壁部や、一つの突起部によって、プラグ４２の挿入方向とは交
差した方向から支持部４４を支持してもよい。
【０１００】
　凹部４１は、背壁２１と一体に設けられたものに限定されない。凹部４１は分割面を有
し、凹部４１の一部が第２カバー２７に設けられてもよい。切欠き部６１は、前壁２２に
設けられてもよい。なお、切欠き部６１が背壁２１に設けられていると、前壁２２をすっ
きりした印象に見せることができる。コネクタ５は、回路基板３１から離れて筐体４に設
けられてもよい。
　以下に、いくつかのテレビジョン受像機、及び電子機器を付記する。
[１](i)樹脂部と該樹脂部の端面から突出した端子部とを含むプラグが係合するコネクタ
と、(ii)前記コネクタが実装された回路基板と、(iii)前記回路基板が固定された第１壁
と、該第１壁とは反対側に位置した第２壁と、前記第１壁と前記第２壁とに亘る第３壁と
を有し、前記プラグの前記樹脂部及び前記端子部が共に挿入される凹部が前記第３壁に設
けられた筐体と、を有し、前記凹部は、前記第３壁よりも前記筐体の内側に位置して前記
プラグの挿入方向で前記樹脂部の前記端面に面するとともに前記端子部が挿入される開口
部が設けられた端壁と、該端壁の端部と前記第３壁との間で前記プラグの挿入方向に延び
て前記プラグの挿入方向とは交差した方向から前記樹脂部に面する内周壁とを有し、前記
端壁及び前記内周壁は、前記第１壁と一体に設けられたテレビジョン受像機。
[２]、[１]の記載において、前記内周壁は、前記端子部が前記開口部に向かい合うように
前記樹脂部を案内するテレビジョン受像機。
[３]、[１]または[２]の記載において、前記樹脂部は、表示部を有し、前記内周壁は、前
記樹脂部が前記凹部に差し込まれた状態で、前記表示部が前記筐体の外部に露出する切欠
き部が設けられたテレビジョン受像機。
[４]、[１]または[３]の記載において、前記筐体に収容された表示装置をさらに備え、前
記第２壁は、前記表示装置の表示画面が露出する開口部が設けられ、前記切欠き部は、前
記内周壁のなかで前記第２壁とは反対側に位置した領域に設けられたテレビジョン受像機
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[５]、[１]または[４]の記載において、前記第１壁の端部は、前記筐体の厚さが薄くなる
方向に曲がる曲面部と、該曲面部から前記筐体の外側に盛り上がった部分とを有し、前記
凹部は、前記盛り上がった部分に繋がる前記第３壁の領域に設けられたテレビジョン受像
機。
[６]、[１]または[５]の記載において、前記内周壁は、前記筐体の厚さ方向に延びた壁部
を含み、前記凹部近傍には、前記筐体の厚さ方向に押される操作部が設けられたテレビジ
ョン受像機。
[７]、[１]または[６]の記載において、前記回路基板は、前記筐体に固定された第１固定
部と第２固定部とを有し、前記第１固定部と前記凹部との間に前記コネクタが位置し、前
記第２固定部は、前記プラグの挿入方向とは交差した方向で前記コネクタに並んだテレビ
ジョン受像機。
[８]、(i)樹脂部と該樹脂部の端面から突出した端子部とを含むプラグが係合するコネク
タと、(ii)前記プラグの前記樹脂部及び前記端子部が共に挿入される凹部が設けられ、前
記コネクタが収容された筐体と、を有し、前記凹部は、前記筐体の表面よりも前記筐体の
内側に位置して前記プラグの挿入方向で前記樹脂部の前記端面に面するとともに前記端子
部が挿入される開口部が設けられた端壁と、該端壁の端部と前記筐体の表面とに亘り、前
記プラグの挿入方向とは交差した方向から前記樹脂部に面する内周壁とを有した電子機器
。
[９]、[８]の記載において、前記内周壁は、前記プラグの挿入方向に沿って延びた電子機
器。
[１０]、第１コネクタの絶縁部から突出した金属部が係合する第２コネクタと、前記第１
コネクタの挿入方向とは交差した方向から前記絶縁部の一部に面する部分を有し、前記第
２コネクタが収容された筐体と、を有した電子機器。
【符号の説明】
【０１０１】
　Ｄ…挿入方向、Ｓ…表面、１…テレビジョン受像機、２…表示ユニット、４…筐体、５
…コネクタ、１１…電子機器、２１…背壁、２２…前壁、２３…周壁、２４…曲面部、３
１…回路基板、３３…スイッチ、４０…コネクタ取付構造、４１…凹部、４２…プラグ、
４４…支持部、４５…端子部、４６…表示部、５１…端壁、５１ａ…開口部、５２…内周
壁、５８…隆起部、５９…表示部、６１…切欠き部、６２…操作部、６４…第１固定部、
６５…第２固定部、１１１…車両。
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